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田
本 章 で は 、 2 0 0 5 年 に 幌 加 内 町 と 名 寄 市 の 住 民 を 対 象 と し て 実 施 し た 、 「朱 鞠 内
湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 心 事 調 査 J の 結 果 を 報 告 す る 。 こ の 調 査 の 目 的 は 、 朱 鞠
内 湖 周 辺 の 環 境 の ど の よ う な は た ら き に 対 し て 、 幌 加 内 町 ・ 名 寄 市 の 人 々 が 特 に
関 心 を も っ て い る の か を 把 握 す る こ と に あ る 。 環 境 づ く り の 住 民 と 専 門 家 の 共 同
を 支 援 す る 手 法 を 考 え る に あ た っ て 、 ま ず 必 要 と な る の は 、 住 民 の 環 境 に 対 す る
関 心 や 価 値 を 系 統 的 に 捉 え る 枠 組 み で あ る 。 以 下 、 そ の よ う な 枠 組 み の 設 計 に つ
い て 説 明 し 、 調 査 結 果 を 報 告 す る 。
1  .流鼠環境への関I~\をどう捉えるか
1 1  
2. 調 査 概 要
1 3  
3. 調 査 結 果
( 1  ) 単 純 集 計 (幌 加 内 町 〉
(2 ) 数 量 化 E 類 に よ る パ タ ー ン 分 類 (幌 加 内 町 、 名 寄 市 )












4. ま と め
5 3  

I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
1  .流域環境への関J~\をどう捉えるか
流 域 環 境 に 対 す る 人 々 の 関 心 の 特 徴 を 網 羅 的 か っ 体 系 的 に 捉 え る た め に 、 対 象 と な
る 環 境 を 構 成 す る 空 間 構 成 要 素 の 軸 と 、 環 境 が も っ 価 値 や 機 能 の 軸 の 2 軸 を 設 定 し た 。
そ し て 、 そ の 2 軸 か ら な る マ ト リ ッ ク ス を 構 成 し 、 そ の マ ト リ ッ ク ス 上 で 過 不 足 の な
し 、 質 問 項 目 を 設 計 す る と い う 手 法 を と っ た 。
ま ず 、 空 間 構 成 要 素 に つ い て は 、 地 球 圏 ・ 生 物 圏 国 際 協 同 研 究 計 画 (IGBP) の 土 地 利
用 ・ 被 服 分 類 体 系 を 参 考 に 、 森 林 、 農 地 、 水 域 ( ) 1 ・ 湖 ) の 3 領 域 を 設 定 し 、 そ れ ぞ
れ の 価 値 や 機 能 に 対 す る 関 心 を 尋 ね る こ と に し た 。
そ れ ぞ れ の 環 境 が も っ 価 値 や 機 能 に つ い て は 、 環 境 の 価 値 分 類 に 関 す る 環 境 倫 理 学
や 環 境 経 済 学 の 議 論 ( 栗 山 ， 19 9 8 ; 鷲 田 ， 1 9 9 9 ; 鬼 頭 ， 1996) を 参 考 に 、 直 接 的 利 用
価 値 、 間 接 的 利 用 価 値 ・ 生 態 系 機 能 に 対 す る 関 心 の 程 度 を 尋 ね る こ と に し た 。 「 利 用 価
値 」 と は 、 人 間 が 利 用 す る こ と に よ る 価 値 で あ る 。 利 用 価 値 は 、 さ ら に そ の 自 然 を 直
接 的 に 利 用 す る か 否 か で 、 「 直 接 的 利 用 価 値 」 と 「 間 接 的 利 用 価 値 」 に 分 け て 定 義 す る
こ と が で き る 。 例 え ば 、 木 を 伐 採 し 木 材 と し て 利 用 す る と い っ た 場 合 は 直 接 的 利 用 、
森 林 の 中 で レ ク リ エ ー シ ョ ン を す る と い っ た 場 合 は 間 接 的 利 用 で あ る 。 こ れ に 対 し 、
人 聞 が 利 用 す る か 否 か に 関 わ ら ず 、 自 然 そ の も の に 価 値 が あ る と い う 場 合 の 価 値 を 、
「 非 利 用 価 値 」 と 呼 ぶ 。 非 利 用 価 値 も 「 内 在 的 価 値 」 と 「 本 質 的 価 値 」 の 二 つ に 分 類
で き る 。 「 内 在 的 価 値 」 と は 、 畏 敬 や 驚 嘆 の 対 象 と し て の 自 然 の 価 値 で あ り 、 心 理 的 価
値 と 呼 び 変 え る こ と も で き る 。 人 聞 が 自 然 を 見 て 畏 敬 の 念 や 感 動 を 覚 え る の は 自 然 そ
の も の に 何 ら か の 価 値 が 存 在 す る か ら に 他 な ら な い と い う わ け だ 。 こ れ と は 別 に 、 人
間 の 介 在 と は そ も そ も 無 関 係 に 、 自 然 そ の も の に 存 す る 価 値 を 「 本 質 的 価 値 J と 言 う 。
そ の 存 在 が 人 間 一 般 や 自 分 に 対 し て 何 の 利 益 も 損 失 も も た ら さ な い が 、 そ こ に 存 在 す
る こ と 自 体 か ら 生 じ る 価 値 で あ る ( 図 1- 1) 。
た だ し 「 本 質 的 価 値 J は 、 社 会 調 査 で 扱 う の が き わ め て 難 し い 。 と い う の は 本 質 的
価 値 は 、 そ れ に つ い て 表 明 し た 瞬 間 、 表 明 し た 主 体 に と っ て の 価 値 と い う 意 味 が 付 随
し て し ま う 。 例 え ば 、 自 然 の 存 在 に 畏 敬 や 感 動 を 覚 え た 瞬 間 、 人 間 に と っ て の 価 値 ( =
内 在 的 価 値 ) が 生 ま れ て し ま う の で あ る 。 よ っ て こ の 調 査 で は 、 「 直 接 的 利 用 価 値 」 と
「 間 接 的 利 用 価 値 」 、 「 内 在 的 価 値 」 を 取 り 上 げ 、 本 質 的 価 値 に 関 し て は 、 扱 わ な い こ
と と し た 。 ま た 、 間 接 的 利 用 価 値 に は 、 特 に 生 態 系 機 能 を 盛 り 込 む こ と と し た 。
こ の よ う に し て 作 成 さ れ た 空 間 構 成 要 素 と 環 境 価 値 の そ れ ぞ れ の 組 み 合 わ せ ( た と
え ば 「 森 林 の 直 接 的 利 用 価 値 J 、 「 農 地 の 間 接 的 利 用 価 値 J な ど ) に 対 し て 、 関 連 す る
キ ー ワ ー ド を 列 挙 し た 。 例 え ば 、 森 林 の 直 接 的 利 用 価 値 に つ い て は 木 材 、 食 料 な ど 複
数 の キ ー ワ ー ド を 挙 げ る こ と が で き る 。 次 に 、 こ れ ら の キ ー ワ ー ド を 集 約 し て 、 人 々
の 流 域 環 境 へ の 関 心 を で き る か ぎ り 網 羅 的 に カ バ ー で 、 き る と 考 え ら れ る 質 問 文 を 、 そ
れ ぞ れ の 組 み 合 わ せ に つ い て 作 成 し た 。 最 終 的 に 、 森 林 に つ い て は 9 個 の 質 問 項 目 ( 問
2) 、 農 地 、 水 域 に つ い て は そ れ ぞ れ 6 個 の 質 問 項 目 ( そ れ ぞ れ 問 7 、 問 10) を 設 定 し








表 1-1 空間構成要素×価値分類のマトリ ックスと キーワード(質問項目)
森林 農地 71<減
直接的利用 木材生産 [問 2(1)] 米・そばなどの穀物生産 生活用水などの水資源
価値 その他の林産物(木炭・きの [問 7(1)] [問 10(1)]
こ・野菜・ささのこなど)の生 野菜・果物の生産 [問 7(2)] 工業用水・農業用水などの
産 [問 2(2)] 乳製品・食肉の生産 水資源 [問 10(2)]
[問 7(3)] 川や湖における水産業
[問 10(3)]
間接的利用 風景・レクリエーションの場の 風景・レクリエーションの場の 風景・レクリエーションの場の
価値 創出 [問 2(3)] 創出 [問 7(4)] 創出 [問 10(4)]
渇水の軽減 [問 2(4)] 水や土壌の保全 [問 7(5)] 動植物の住みか [問 10(5)]








内在的価値 気持ちのやすらぎや自然の 気持ちのやすらぎや自然の 気持ちのやすらぎや自然の
素晴らしさ [問 15(1)] 素晴らしさ [問 16(1)] 素晴らしさ [問 17(1)]
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2. 調 査 概 要
「 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 心 事 調 査 」 は 、 2 0 0 5 年 9 月 上 旬 、 幌 加 内 町 ( 調 査
時 人 口 1 ，9 6 7 人 ) の 3 集 落 ( 朱 鞠 内 、 母 子 里 、 幌 加 内 ) お よ び 名 寄 市 ( 人 口 約 2 6 ，6 0 0
人 ) の 4 地 点 で 実 施 し た 。 調 査 実 施 に 直 接 携 わ っ た 社 会 調 査 班 ス タ ッ フ は 、 吉 岡 崇 仁 、
永 田 素 彦 、 松 川 太 一 、 坂 本 泰 彦 、 大 川 智 船 で あ る 。 調 査 協 力 者 は 計 6 1 名 ( 男 性 4 3 名、
女 性 18 名 ) 、 地 点 別 人 数 は 、 朱 鞠 内 9 名 、 母 子 里 13 名 、 幌 加 内 1 4 名 、 名 寄 市 2 5 名、
年 齢 は 2 2 歳 か ら 7 0 歳 で 、 あ っ た 。 調 査 協 力 者 は 、 2 0 0 4 年 度 に 行 っ た イ ン タ ビ ュ ー 調 査
に 協 力 い た だ い た 方 に 再 度 協 力 を 依 頼 す る と と も に 、 新 た に 協 力 者 を 紹 介 し て い た だ 、
い た 。 職 業 は 多 岐 に わ た り 、 農 業 、 林 業 、 酪 農 業 、 役 場 職 員 、 大 学 教 員 、 技 官 、 大 学
院 生 な ど が 含 ま れ て い た 。 調 査 は 、 質 問 票 を 用 い た 構 造 化 面 接 法 に よ り 実 施 し た 。 一
人 あ た り の 所 要 時 間 は 、 平 均 4 0 分 程 度 で 、 あ っ た 。
調 査 で は 、 環 境 の 価 値 に 対 す る 関 心 ( 表 1- 1 ) を 中 心 に 、 関 連 す る い く つ か の 質 問
を た ず ね た 。 主 な 質 問 は 、 流 域 環 境 に お け る 活 動 経 験 の 程 度 、 環 境 保 護 活 動 に 対 す る
関 心 の 程 度 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 森 や 湖 へ の イ メ ー ジ 、 日 常 生 活 で の 環 境 に 関 す る 話 題 の
頻 度 、 環 境 に 対 す る 価 値 観 、 地 球 環 境 問 題 へ の 関 心 の 程 度 、 情 報 の 入 手 先 、 生 活 環 境
お よ び 自 然 環 境 へ の 満 足 度 、 朱 鞠 内 湖 と 森 の 将 来 に 対 す る 意 見 や 要 望 、 な ど で あ る 。
名 寄 市 の 協 力 者 に は 、 朱 鞠 内 湖 を 知 っ て い る か 、 あ る い は 訪 れ た こ と が あ る か も 尋 ね
た ( 表 ト 2) 。
な お 、 本 調 査 で 用 い た ア ン ケ ー ト 調 査 票 は 、 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト が 2 0 0 5 年 10 月
- - 1 月 、 全 国 の 2 0 歳 か ら 7 9 歳 の 男 女 1 8 0 0 名 を 対 象 に 実 施 し た 「 環 境 に つ い て の 関
心 事 調 査 J ( 有 効 回 答 者 数 8 8 6 、 回 収 率 49. 2 % 。 以 後 、 全 国 調 査 と 表 記 ) の 調 査 票 を も
と に 作 成 し て お り 、 質 問 項 目 も ほ ぼ 共 通 し て い る 。 全 国 調 査 と の 主 な 相 違 点 は 、 第 1
に 、 全 国 調 査 で 、 は 流 域 環 境 一 般 へ の 関 心 を た ず ね た の に 対 し て 、 本 調 査 で は 対 象 環 境
を 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 流 域 環 境 に 特 定 し た 。 第 2 に 、 い く つ か の 自 由 回 答 項 目 を 追 加 し た 、
質 問 の ワ ー デ ィ ン グ や 質 問 順 を 若 干 変 更 し た 点 で あ る 。 ( 調 査 票 は 、 巻 末 の 資 料 1 を 参
照 )












問8(1)(2) 農地で重要なはたらき (1番目、 2番目)
問9a-d 農地での活動経験の頻度
問 10(1)"'(6) 川・ 湖に対する関心事
問 n(1)(2) 川・ 湖で関心が高いはたらき (1番目、 2番目)
問 12a-e 川・ 湖での活動経験の頻度
問 13a-d 川・湖に関するボランティア ・学習会への参加意欲
問 14 森林、農地、 川・ 湖で 1位の関心事の順位づけ
問 15 森林での審美的体験の有無と体験内容
問 16 農地での審美的体験の有無と体験内容
問 17 川・ 湖での審美的体験の有無と体験内容
問 18 最近 1年での森林に関する話題の有無と話題内容
問 19 最近 1年での農地に関する話題の有無と話題内容
問 20 最近 1年での川・ 湖に関する話題の有無と話題内容
問 21 最近 1年での地球環境に関する話題の有無と話題内容










問 33(1) 朱鞠内湖周辺の森林について思い浮かぶ言葉 (2個)
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問 3 3 (2)
朱 鞠 内 湖 周 辺 の 川 や 湖 に つ い て 思 い 浮 か ぶ 言 葉 ( 2 個 )
問 3 4 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 環 境 で な く な っ て ほ し く な い も の
問 3 5 (1 )(2)
朱 鞠 内 湖 周 辺 に ど う な っ て ほ し い か /そ の た め に ど う す れ ば よ し 、 か
問 3 6 (1)
性 別
問 3 6 (2)
年 齢
問 3 7 教 育 歴
問 3 8 職 業
問 3 9 中 学 生 以 下 家 族 の 同 居 人 数
問 4 0 世 帯 年 収









有効 朱鞠内 9 14.8% 
母子里 13 21.3% 16 
幌加内 14 23.0% 14 
欠損値 。0.0% 12 










有効 1年前面元 2 5.6% 1年前から
1-10年前から 6 16.7% 
4・2・.吋1年-20年前から 4 11.1 % から
21年-30年前から 2 5.6% 51年以上前
31年-40年前から 4 11.1 % から
41年-50年前から 4 11.1 % 
1年-20年
51年以上前から 14 38.9% 前から
欠損i置 わからない・その他 。0.0% 
~21 年-30年36 100.0% 前から
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問 2 環 境 に つ い て ど の よ う な 関 心 を お 持 ち な の か お 聞 き し ま す 。
朱 鞠 内 湖 周 辺 の 森 へ の 関 心 に つ い て お う か が い し ま す 。 森 に は 、 さ ま ざ ま な は た ら き が あ り ま す 。
あ な た は 、 次 に あ げ る 森 の は た ら き に ど れ く ら い 関 心 が あ り ま す か 。 そ れ ぞ れ に つ い て 、 「 非 常 に
関 心 が あ る Jr や や 関 心 が あ る Jr あ ま り 関 心 が な い Jr ま っ た く 関 心 が な し リ の い ず れ か で 、お 答 え く
だ さ い 。
(1 ) 木 材 の 生 産
有 効 非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
度 薮 7 ー セント
12 3 3 .3弛
11 3 0 .6首
11 3 0 .6百
2.8首
2.8弘
3 6  1 0 0 .0 %  





非 常 に 関 心 が あ 否
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・そ の 他
(4 )渇 水 の 軽 減
有 効 非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハw ーセント
10 2 7 .8弛
2 4  6 6 .7首
2  5.6弘
o  0 .0百
o  0 .0首
3 6  1 0 0 .0 %  
0.0出
o  0 .0目
3 6  1 0 0 .0百
度 数 パ ー セ ン ト
17 47.2弛
13 3 6 .1也
6  16 .7 %  
o  0 .0首
o  0 .0 %  
3 6  1 0 0 .0 %  




非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハ 】一セント
16 4 4 .4 %  
14 38.9弛
5  13.9 %  
2 .8 %  
o  0 .0 %  
3 6  100.0弛
1 7  
(6)水 質 の 浄 化
有 効 非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
交 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
(7 )生 活 環 境 の 保 全 (防 音 や 防 風 な ど )
有 効
天 草 直
非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ そ の 他
(8 )植 惣 や 動 物 の 住 み か
有 効
非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 園 心 が な い
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
(9)二 酸 化 炭 素 の 吸 収
有 効
天蚕~
非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ そ の 盤
度 数 ハ .一セント
18 5 0 .0 %  
11 3 0 .6首
7  19 .4 %  
o  0 .0弘
o  0 .0弛
3 6  1 0 0 .0 %  
度 数
ハ 。一セント
19 52.8 %  
1  
3 0 .6 %  
6  
16.7 %  
。
0.0 %  
。
0.0 %  
3 6  
100.0 %  
度 数 ハ 。ーセント
16 4 4 .4弘
9  2 5 .0覧
1  30.6唱
o  0 .0 %  
o  0 .0弛
3 6  1 0 0 .0弘
森 の は た ら き へ の 関 心
木 材 の 生 産
林 産 物 の 生 産
風 量 ・ レ ヲ ' ) 工 ー シ ョ ン
週 水 軽 滅
国 土 保 全
水 質 浄 化
生 活 環 境 保 全
動 祖 物 の 住 み か
二 酸 化 炭 素 吸 収
。% 2 0 %  4 0 %  6 0 %  8 0 %  1 0 0 %  
. 非 常 に 関 心 が あ る
‘ あ ま り 関 心 が 無 い
" や や 関 心 が あ る






























































I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 4 あ な た は 、 お 仕 事 以 外 で 朱 鞠 肉 湖 周 辺 の 森 へ 出 か け て 、 次 の よ う な 活 動 を し て い ま す か 。
最 近 の 5 、 6 年 に つ い て お 答 え く だ さ い 。
a. ハ イ キ ン グ ・ 塞 蕊 j益
度 数 J一セント
有 効 月 に 1 回 以 上
3  
8 .3 %  
年 に 数 回 く ら い
4  
1 1.1% 
年 に 1 回 く ら い 8  
2 2 .2 %  
数 年 に 一 度 く ら い
4  
1 1.1% 
し た こ と は な い 17 
4 7 .2 %  
欠 損 値
わ か ら な い ・ そ の 他 O  
0.0% 
3 6  
100.0% 
b 主 主 ン プ ・ バ ー ベ 主 ュ ー
度 数 ハ 。一セント
有 効
月 に 1 回 以 上 O  0.0% 
年 に 数 回 く ら い 5  13.9% 
年 に 1 固 く ら い
7  
1 9 .4% 
数 年 に 一 度 く ら い
6  
16.7% 
し た こ と は な い 1 8  
5 0 .0 %  
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
O  0.0% 
3 6  
100.0% 
c 僅 飽 や 盈 飽 の 援 基 ・ 誼 準
度 数 ハ ロ一セント
有 効 月 に 1 回 以 上 6  16.7% 
年 に 数 回 く ら い
8  
22.2% 
年 に 1 回 く ら い
4  
1 1.1% 
数 年 に 一 度 く ら い
3  
8.3% 
し た こ と は な い 1 5  
41 .7 %  
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
O  0 .0 %  
3 6  
100.0% 
d. 自 然 の 観 察 ・ 調 査 、 学 習 会 へ の 参 加
有 効
欠 損 値
月 に 1 回 以 上
年 に 数 回 く ら い
年 に 1 回 く ら い
数 年 に 一 度 く ら い
し た こ と は な い
わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハ “一セント
2 .8 %  
3  8.3 %  
6  
16 .7 %  
3  
8 .3 %  
2 3  63.9% 
O  0 .0 %  
3 6  
100.0% 
1 9  
森 で の 活 動 経 験
， 、 ィ キ ン グ
キ ャ ン プ
動 植 物 の 採 集
自 然 観 察 ・ 学 習 会
0 %  2 0 %  4 0 %  6 0 %  8 0 %  1 0 0 %  
- 月 に 1 回 以 上 ・ 年 に 数 回 く ら い ・ 年 に 1 固 く ら い






































































I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 6 森 の は た ら き の 1 つ に 木 材 生 産 が あ り ま す 。 木 を 切 る こ と に よ っ て 森 の 景 観 は 変 わ り ま す
が 、 時 間 が た て ば 元 に も ど り ま す 。 あ な た は 、 仮 に 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 森 で 木 を 切 っ た あ と 何 年 く ら
い で 景 観 が 元 に も ど っ て ほ し い と ， 思 い ま す か 。 次 の 中 か ら 1 つ だ け お 選 び く だ さ い 。
有 効 1 0 年 未 満
10 年 以 上 ...20 年 未 満
2 0 年 以 上 ...30 年 未 満
3 0 年 以 上 ...40 年 未 満
4 0 年 以 上 ...50 年 未 満
5 0 年 以 上
景 観 は 変 わ っ て ほ し く な い
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 1¥ "一セント
1 0  27.8% 
7  1 9 .4 %  
6  1 6 .7 %  
4  1.1% 
2  5.6% 
2  5.6% 
5  13.9% 
o  0 .0 %  
3 6  1 0 0 .0 %  
2 1  
何 年 で 元 の 森 に 戻 っ て ほ し し 、 か
景 観 は 変
4 0 年 以 上 ~
5 0 年 未 満
3 0 年 以 上 ~


















15 41.7% 16 44.4% 




































有効 非常に関心がある 20 55.6% 
やや関心がある 11 30.6% 
あまり関心がない 5 13.9% 
全く関心がない o 0.0% 


































I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 8 ( 1) 先 ほ ど あ げ た 田 や 畑 や 牧 場 が も っ て い る は た ら き の 中 で 、 あ な た が も っ と も 関 心 が 高
い も の は ど れ で す か 。 こ の 中 か ら 1 つ だ け お 選 び く だ さ い 。
有 効
支 覆 直
葱 荷 主 産
野 菜 ・ 果 物 の 生 産
乳 製 品 ・ 食 肉 の 生 産
風 景 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン
水 や 土 壌 の 保 全
動 植 物 の 住 み か
わ か ら な い ・ そ の 他
?
? ? ? ? ? ?
?










? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?
?
? ?












(2) で は 、 2 番 目 に 関 心 が 高 い も の は ど れ で 、 す か 。
有 扇
支 覆 直
要 荷 主 互
野 菜 ・ 果 物 の 生 産
乳 製 品 ・ 食 肉 の 生 産
風 景 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン
水 や 土 壌 の 保 全
動 植 物 の 住 み か





? ? ? ? ?
?
? ? ? ?
? ?
? ? ? ? ? ?
?
? ? ? ?
?



















も っ と も 関 心 が 高 い 田 畑 の は た ら き
動 植 物 の 住 み
か
野 葉 ・ 果 物 の
生 産
水 や 土 埠 の 保
全
工 シ ョ ン
二 番 目 に 関 心 が 高 い 田 畑 の は た ら き
鮫 物 生 産 動 植 物 の 住 み
乳 製 品 ・ 食 肉
の 生 産
力、
野 叢 ・ 果 物 の
生 産
風 景 ・ レ ヴ リ
工 シ ョ ン























0% 20% 40% 60% 80% 100% 

















































I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 10 朱 鞠 内 湖 や そ の 周 辺 の 川 へ の 関 心 に つ い て お う か が い し ま す 。
川 や 湖 に は 、 さ ま ざ ま な は た ら き が あ り ま す 。 あ な た は 、 次 に あ げ る 川 や 湖 の は た ら き に ど れ く ら
い 関 心 が あ り ま す か 。
( 1 ) 生 活 用 水 な ど の 水 資 iJ'
有 効
非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ 主 企 盤
天 童 歪
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
?

















非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ そ の 他
(2) 工 業 ・ 農 業 用 水 な ど の 水 資 源
度 数 ハ “一セント
16 4 4 .4% 
11 30.6% 
6  16 .7 %  
3  8.3% 
o  0.0% 
3 6  100.0% 
天 蓋 E
(3) 川 や 湖 に お け る 水 産 業
有 扇
非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ そ の 他
天 蓋 董






























や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ そ の 他
(4) 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出
E 叫 ハ “一セント
21 5 8 .3 %  
12 33.3 九
3  8.3% 
o  0 .0 %  
o  0.0% 
3 6  1 0 0 .0 %  
効
(5) 植 物 や 動 物 の 住 み か
有 効 非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他







? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
?

















(6) 自 浄 作 用 に よ る 水 質 浄 化
度 数 ハ ー一セント
1 4  3 8 .9 %  
16 4 4 .4% 
6  16.7% 
o  0.0% 
o  0.0% 
3 6  100.0% 
宥芸 5 非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ そ の 他
天蓋 1亘
川 や 湖 へ の 関 心
生 活 用 水
工 業 ・ 農 業 用 水
水 産 業
風 景 ・ レ ヴ リ エ ー シ ョ ン
動 植 物 の 住 み か
水 質 浄 化
0 %  2 0 %  4 0 %  6 0 %  8 0 %  1 0 0 %  
聞 非 常 に 関 心 が あ る
績 あ ま り 関 心 が 無 い
- や や 関 心 が あ る
圏 全 く 関 心 が 無 い




















































I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 1 2 あ な た は 、 お 仕 事 以 外 で 朱 鞠 内 湖 や そ の 周 辺 の 川 へ 出 か け て 、 次 の よ う な 活 動 を し て い
ま す か 。 最 近 の 5 、 6 年 に つ い て お 答 え く だ さ い 。
a. 水 遊 び ( J ! I や 湖 で の 水 泳 、 ボ ー ト 遊 び な ど )
有 扇
天 童 直
月 に 1 回 以 上
年 に 数 回 く ら い
年 lこ 1 回 く ら い
数 年 に 一 度 く ら い
し た こ と は な い
わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハ ー一セント
2.8% 
5  13 .9 %  
4  1.1% 
4  1.1% 
2 2  6 1.1% 
o  0.0% 
3 6  100.0% 
b.11 や 湖 岸 で の 散 歩 ・ ジ ョ ギ ン グ
有 効
天童Ji!
月 に 1 回 以 上
年 に 数 回 く ら い
年 lこ 1 回 く ら い
数 年 に 一 度 く ら い
し た こ と は な い
わ か ら な い ・ そ の 他
c .キ ャ ン プ 、 バ ー ベ キ ュ ー
有 効
欠 損 値
月 に 1 回 以 上
年 に 数 回 く ら い
年 に 1 回 く ら い
数 年 に 一 度 く ら い
し た こ と は な い
わ か ら な い ・ そ の 他
d 植 物 や 動 物 の 採 集 ・ 捕 獲
有 効
支 覆 面
月 lこ 1 回 以 上
年 に 数 回 く ら い
年 に 1 回 く ら い
数 年 に 一 度 く ら い
し た こ と は な い
わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハu 一セント
3  8. 3 %  
5  13 .9 %  
6  16.7% 
5  13.9% 
1 7  47.2% 
o  0 .0 %  




o  0 .0 %  
4  1.1% 
5  1 3 .9 %  
6  16 .7 %  
2 5 8 . 3 %  
o  0.0% 
3 6  1 0 0 .0 %  
度 数 ハ 一 セ ン ト
4  1.1% 
1 2  3 3 .3 %  
3  8.3 %  
5  1 3 .9 %  
1 2  3 3 .3 %  
o  0 .0 %  
3 6  100.0九
e . 自 然 の 観 察 ・ 調 査 、 学 習 会 へ の 参 加
有 扇
支 扇 直
月 に 1 回 以 上
年 に 数 回 く ら い
年 lこ 1 回 く ら い
数 年 に 一 度 く ら い
し た こ と は な い
わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハw 一セント
3  8.3% 
2.8% 
1 0  27.8% 
3  8.3% 
1 9  52.8% 
o  0.0% 
3 6  1 0 0 .0 %  
2 7  
川 や 湖 で 、 の 活 動 経 験
水 遊 び
散 歩 ・ E 工 三
キ ャ ン プ
動 植 物 の 探 集 ・ E 三 ζ ±
学 習 会 ・ ・
0 %  2 0 %  4 0 %  6 0%  8 0 %  1 0 0 %  
- 月 に 1 回 以 上 錨 年 に 数 回 く ら い 掴 年 lこ 1 固 く ら い



































































































1位 14 38.9% 13 36.1% 7 19.4% 
2位 9 25.0% 8 22.2% 17 47.2% 
3位 1 30.6% 13 36.1% 9 25.0% 
欠損値 2 5.6弘 2 5.6% 3 8.3百
36 100.0% 36 100.0% 36 100.0首
28 
I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 15 (1) あ な た は 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 森 を 見 た り 、 そ こ へ 行 っ た 時 に 、 気 持 ち の や す ら ぎ や 自 然
の す ば ら し さ を 感 じ た こ と が あ り ま す か 。
審 美 的 体 験 (森 )
感 じ た こ と が あ る
感 じ た こ と は な い
わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハ 百一 セ ント
3 6  1 0 0 .0 %  
o  0 .0 %  
o  0 .0 %  
3 6  10 0 .0 %  
【(1)で r1 感 じ た こ と が あ る 」 の 方 へ 】
(2 ) そ れ は ど の よ う な 場 所 で す か 。
感 じ た こ と は
な い
感 じ た こ と が
る
- 自 由 回 答 よ り 、 主 な 揚 所 ・ 揚 面 ( ほ ぽ 原 文 の ま ま 、 閣 僚 の 発 言 は [ ] に 回 答 数 を 表 記 〉
【 崇 観 】
・ 森 全 体 を 貝 た と き (一 部 で は な く て ) ・ 湖 の 周 り の 森 ・ 湖 畔 か ら 眺 め る ・ ガ ス が か っ て い な い ( 森 〉
- 小 高 い E の と こ ろ 、 男 晴 ら し の い い と こ ろ か ら 町 (母 子 里 〉 が 見 え た と き ・ 水 の い っ ぱ い 張 っ て い る 昼 間 の 湖
・ 展 望 台 や 高 台 か ら 湖 、 新 緑 、 紅 葉 を み た と き の 景 観 が 良 い [3J 
- 湖 周 辺 の 道 を 遇 っ た 時 ( 自 分 の 生 活 の 近 場 で こ ん な に 美 し い と こ ろ が あ る ん だ 〕
胡 の 周 り の 農 道 を 歩 い て い る と 、 仕 事 を 忘 れ て 気 分 爽 快 ・ 湿 原 を 一 体 化 し て い る ・ 裏 の わ ん ぱ く の 森
・ 森 の 中 を 川 が う ね っ て 流 れ て い る 中 で 作 業 し て い る と き 、 男 上 げ だ 森 の 木 の 聞 か ら 空 が 見 え る
[ 森 で 活 動 し て い る と き 】
・ 森 の 中 を 歩 い て い る と き ・ 森 で ご は ん く を 食 べ る と き 〉 ・ 晴 れ だ 日 ふ ち を 通 る 時
・ 山 菜 探 り [6J ・ フ キ 探 り ・ キ ノ コ 採 り [2J ・ 朝 、 山 ヘ 入 っ た と き ・ 子 ど も と 麟 れ て い る
・ ワ カ サ ギ 釣 り ・ 釣 り を し て い る 甥 面
[自 然 現 象 】
・ 紅 葉 [6J ・ 雪 が 消 え る と す ぐ 芽 が 出 て 初 夏 ・ 夕 日 が 山 を 照 ら す と き
・ 朝 日 が 上 が っ て 、 ま っ た く す が す が し い ・ 明 け 方 調 査 の 時 の 朝 焼 け や 、 夕 焼 け の 陽 の 射 す 僚 子
・ 新 緑 の 時 (5 月 〉 白 様 が 黄 緑 、 残 雪 ・ 四 季 の 移 り 変 わ り
- 生 命 の 営 み ・ 百 年 の 体 系 を 売 だ と さ ・ 山 の 幸 が 豊 富 、 山 菜 が い っ ぱ い 採 れ る
・ 鳥 の 鳴 き 声 [ 2 J ・ 烏 を 見 る と ま だ こ の 辺 に も こ う い う の が い る の か と ホ ッ と す る
・ 川 の ぜ ぜ ら ぎ ・ 虫 が 多 い
[ 手 っ か す の 自 然 ]
- 自 然 の ま ま の 森 (原 生 林 〉 を 男 た と き ・ 奥 地 の 原 始 林 を 見 た と き
- 人 の 手 が 加 わ っ て い な い ・ 天 然 称 の よ う な 深 い 森 ・ 整 備 を あ ま り し て い な い (意 図 的 に 〉
・ 川 原 に 巨 木 、 目 の 前 に 巨 木 ・ ミ ズ ナ ラ な ど の 太 い 木
・ 伺 年 た っ て も 風 景 が 変 わ ら な い ・ 関 西 と は 遣 う 森 ・ 素 晴 ら し い フ キ
・ 森 に 行 く と そ れ だ け で ホ ッ と す る ( 自 然 な 森 だ か ら 〉 ・ キ ャ ン ブ 湯 の そ の ま ま の 自 然
[肌 で 感 じ る ]
- 空 気 の さ わ や か さ
[ 森 の 存 在 ・ 日 常 性 ]
. い る だ け で 感 じ る
・ 森 が あ る だ け で い い
- 静 か - 緑 の に お い
- 踏 み 入 れ た だ け で 疲 れ が 取 れ る ・ ど こ で も (緑 が あ れ ば よ い 〉
・ 普 段 か ら 、 普 通 に こ の 辺 で ・ い つ も

































I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 1 7 ( 1) 朱 鞠 肉 湖 や そ の 周 辺 の 川 に つ い て は 、 ど う で す か 。
審 美 的 体 験 ( 川 ・ 湖 )
有 効
支 覆 雇
感 じ た こ と が あ る
感 じ た こ と は な い
わ か ら な い ・ そ の 他
【 ( 1 ) で rl 感 じ た こ と が あ る 」 の 方 へ 】
(2) そ れ は ど の よ う な 場 所 で す か 。
感 じ た こ と
は な い
- 自 由 回 答 よ り 、 主 な 湯 所 ・ 揚 面 ( ほ ぽ 原 文 の ま ま 、 同 様 の 発 言 は [ ] に 回 答 獄 を 表 記 〉
【 票 観 】
.  ;胡 の 大 き さ [2] ・ 湖 の 風 票 [3] ・ 氷 が き れ い [3] ・ 山 の 仕 事 を し て 、 時 々 湖 が 見 え る 風 票
. 車 で 高 い と こ ろ か ら 見 下 ろ し た 三 時 [ 2 ]
- 小 高 い E の と こ ろ 、 男 晴 ら し の い い と こ ろ か ら 町 (母 子 里 〉 が 見 え た と き
- 川 を 車 か ら 眺 め だ と き ・ 遠 く か ら 湖 岸 線 を 見 て ・ 山 と 一 緒 に あ る 風 票
[ 独 特 な 風 景 】
- 水 位 の 変 動 が あ る ・ 昔 の 老 木 の 根 が 出 た り し て 、 景 色 が い ろ い ろ 変 わ る
・ 満 水 の 状 態 に な る と 地 肌 が 見 え な く な り 、 す ぐ に 森 に つ な が っ て い る 景 色
.  ~竜 ・ 島 ・ 島 に 渡 る と 車 の 音 ち し な い
- ウ ツ ナ イ 川 の 溶 岩 の 固 ま っ た 岩 が 隆 起 し た り え ぐ れ だ り し た 景 観
. 切 り 株 が 朽 ち て 腐 っ て い る の も 不 気 味 だ が 御 秘 的
[ 自 然 現 象 ]
・ 朝 も や が 幻 想 的 ・ 思 案 橋 か ら 湖 越 し に 夕 陽 を 売 る と き ・ 早 朝 の 霧
・ 夜 の 月 の 光 の 道 ・ 星 が き れ い
- 警 に 一 斉 に 吃 が 咲 く (水 パ シ ョ ウ 、 工 ゾ リ ュ ウ キ ン 力 、 力 タ ク リ 〉
. 水 が 流 れ 込 ん で ぜ き 止 め ら れ て い る 所 に 夕 陽 が 当 た っ て き れ い
- 森 の に お い 、 木 の に お い が 季 節 で 変 化 す る ・ 紅 葉 の 時 季 ・ 紅 葉 が 水 辺 に 映 る の が 大 変 素 晴 ら し い
. 川 の 流 れ の 音 を 聞 い だ と き
【 手 つ か ず の 自 然 】
- 自 然 が 壕 さ れ て な く て い い ・ 人 の 手 が 入 っ て い な い 自 然 [ 2 ] ・ 淘 川 が 蛇 行 し て い て 自 然 の ) 1 1っ ぽ い
・ )1 で 魚 が 泳 い で い る [ 2 ] ・ イ ワ ナ 、 ヤ マ ペ が い る ・ 魚 や 生 物 が た く さ ん い る
( ;~や川の寄在・日常性】
・ い る だ け で い い ・ 湖 の そ ば に い る だ け で 気 持 ち が 良 い ・ 普 段 か ら 、 普 通 に こ の 辺 で















































I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 2 0 ( 1 ) 朱 鞠 内 湖 や そ の 周 辺 の 川 に つ い て 、 こ の 1 年 く ら い の あ い だ に 誰 か と 話 を し ま し た か 。
川 ・ 湖 の 話
有 効
支 蓋 直
? ? ? ?? ?? ? ?? ? ? ??「 ? ? ?? ?
?
?







? ? ? ? ? ? ??
? ?
?







話 を し た こ と
は な い
【(1)で r1 話 を し た こ と が あ る 」 の 方 へ 】
(2) そ れ は 誰 で す か 。
- 友 人 [2]
・ 漁 協 [ 3 ]
. 婦 人 会
・ 演 習 林 技 官 [ 2 ]
- 仕 事 [ 8 ]
・ 家 族
- 観 光 協 会
・ イ ト ウ 保 護 連 絡 会
問 21 ( 1 ) で は 、 地 球 の 環 境 に つ い て は 、 ど う で す か 。
支 扇 面
? ? ? ?? ? ?




? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ?






















地 球 環 境 の 話
話 を し た こ
と は な い
【(1)で r1 話 を し た こ と が あ る 」 の 方 へ 】
(2) そ れ は 誰 で す か 。
- 友 人 [5]
・ 家 族 [ 4 ]
. 教 侵 [ 2 ]
- 仕 事 [ 7 ]
・ 地 域 の 人 [ 2 ]









































































テレビ・ラジオ 31 86.1% 
インター ネット 13 36.1% 
本・錐箆・新聞
シンポジウムや講演会 9 25.0% 
子レビ・ラジオ
学校教育 6 16.7% 
実障の経験から
口コミ 15 41.7% 
口コミ
国や自治体の広報 13 36.1% 
国や自治体の広報
実際の経験から 15 41.7% 
イン1ー ネット




0% 20弛 40首 60唱 80弛 100弛
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I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 2 5 あ な た は 、 次 に あ げ る よ う な 地 球 環 境 の 問 題 に 、 ど れ く ら い 関 心 が あ り ま す か 。
a. 地 球 温 暖 化
有 苅
天 蓋 雇
非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い






























b. オ ゾ ン 層 の 破 2
非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い




非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハ "一セント
13 3 6 .1%  
1 5  4 1.7 %  
7  1 9 .4 %  
o  0 .0 %  
2 .8 %  
3 6  10 0 .0 %  
d. 森 林 の 消 失
有 効 非 常 に 関 心 が あ ξ
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い











? ? ? ?
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与 単 準 it
宥 芳 一 一
天 蓋 彊
非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ そ の 他
ー
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f . 海 洋 汚 染
効
非 常 に 蘭 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ そ の 他
亙 蓋 歪
ハ 一 セ ン ト
9  2 5 .0 %  
1 5  4 1.7 %  
11 3 0 .6 %  
2 .8弛
o  0 .0 %  
3 6  1 0 0 .0 %  
多 様 性 の 減 少
孟 彊
非 常 に 関 心 が あ る
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
わ か ら な い ・ そ の 他
ハ一セント
1 0  27.8 %  
1 9  5 2 .8 %  
7  1 9 .4 %  
o  0 .0 %  
o  0 .0 %  
3 6  1 0 0 .0 %  
h. 廃 棄 物 の 越 境 移 動
有 効 非 常 に 関 心 が あ ξ
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハ一セント
13  3 6 .1%  
18 5 0 .0弛
4  11 .1%  
2 .8 %  
o  0 .0 %  
3 6  1 0 0 .0 %  
i  遺 伝 子 組 み 換 え
有 効 非 常 に 関 心 が あ ξ
や や 関 心 が あ る
あ ま り 関 心 が な い
全 く 関 心 が な い
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
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地 球 環 境 問 題 へ の 関 心
地 E章 温 暖 化
オ ゾ ン 層 の 破 蟻
酸 性 雨
森 林 の 消 失
砂 漠 化
海 洋 汚 染
生 物 多 織 性
廃 棄 物
遺 伝 子 組 み 償 え
0 ¥  2 0 ¥  4 0 ¥  6 0 ¥  8 0 ¥  10 0¥  
- 非 常 に 関 心 が あ る
・ あ ま り 関 心 が な い
. や や 関 心 が あ る





















































































































I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 閉 山 事 調 査
問 2 7 あ な た は 、 日 常 生 活 の 中 で 次 に あ げ る よ う な 行 動 を お こ な っ て い ま す か 。 そ れ ぞ れ の 行 動
に つ い て お 答 え く だ さ い 。
a. リ サ イ ク ル の た め に ゴ ミ を 分 別 す る
有言語
天 蓋 直
い つ 王 じ て 己 記
と き ど き し て い る
め っ た に し な い
ま っ た く し な い
I 2 . か ら な い ・ そ の 他
b 省 エ ネ を こ こ ろ が け る
有 効 い つ も し て い る
と き ど き し て い る
め っ た に し な い
ま っ た く し な い
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
C 節 水 を こ こ ろ が け る
有 効 い つ も し て い る
と き ど き し て い る
め っ た に し な い
ま っ た く し な い
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハ ー一セント
3 4  9 4. %  
2  5.6% 
o  0.0% 
o  0 .0 %  
o  0.0% 
3 6  1 0 0 .0 %  
度 数 ハ "一セント
19 5 2 .8 %  
16 4 4 .4% 
2 .8 %  
o  0 .0 %  
0 0 . 0 %  
3 6  1 0 0 .0 %  
度 数 ハ “一セント
2 0  55.6% 
9  2 5 .0 %  
5  13 .9 %  
2  5.6 %  
o  0 .0 %  
3 6  100.0% 
d. 環 境 に 配 慮 し た 製 品 を 購 入 す る
有 扇
安 蓋 直
い つ 石 じ て し 元 る
と き ど き し て い る
め っ た に し な い
ま っ た く し な い
I 2 . か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハ "一セント
7  19 .4% 
16 4 4 .4% 
11 30.6% 
2  5.6 %  
o  0.0% 
3 6  100.0% 
e. 有 機 栽 培 ・ 無 農 薬 作 物 を 購 入 す る
有 扇
天 蓋 雇
い つ 志 じ て 示 石
と き ど き し て い る
め っ た に し な い
ま っ た く し な い
わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハu 一セント
1 0  2 7.8 %  
1 4  38.9% 
1 0  2 7.8 %  
2  5.6% 
o  0.0% 
3 6  100.0九
f. 汚 れ た 生 活 排 水 を な る べ く 出 さ な い
有 扇
天 蓋 亘
い つ 志 じ て 己 る
と き ど き し て い る
め っ た に し な い
ま っ た く し な い
わ か ら な い ・ そ の 他
度 数 ハw 一セント
19 5 2 .8 %  
1  3 0 .6 %  
4  1 .1 %  
2  5.6 %  
o  0 .0 %  
3 6  1 0 0 .0 %  
環 境 に 配 慮 し た 行 動
ご み 分 別
省 エ ネ
節 水
環 境 配 慮 製 品 の 購 入
有 機 ・ 無 農 薬 作 物 の 購 入
生 活 惨 水
0%  20首 40百 60叫 80 % 100弘
- い つ も し て い る 織 と き ど き し て い る
・ め っ た に し な い 圃 ま っ た く し な い
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I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 2 9 あ な た の 生 活 に つ い て お き き し ま す 。 ひ と く ち に 言 っ て 、 あ な た は 今 の 生 活 に 満 足 し て い ま
す か 。 そ れ と も 不 満 が あ り ま す か 。
有 扇
元 軍 直
満 足 し て い る
ど ち ら か と い え ば 満 足
ど ち ら か と い え ば 不 満
不 満 で あ る
わ か ら な い ・ そ の 他
生 活 満 足 度
度 数 ハw 一セント
1 2  3 3 .3 %  
不 潜 で あ る
2 0  5 5 .6 %  
3  8.3 %  
2 .8 %  
o  0 .0 %  
3 6  100.0% 
問 3 0 か り に 、 現 在 の 日 本 社 会 全 体 を 、 こ こ に か い で あ る よ う に 5 つ の 層 に わ け る と す れ ば 、 お 宅
は こ の ど れ に 入 る と 思 い ま す か 。
度 数 ハ'一セント






1 6 .7 %  
中 の 中 1 4  
下
上
中 の 下 1 2  
33.3% 
下 2.8% 
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
O  0.0% 
3 6  
1 0 0 .0 %  
中 の 中
問 31 あ な た は 、 お 住 ま い の 近 く の 環 境 に つ い て 、 全 体 と し て 満 足 し て い ま す か 。 そ れ と も 不 満 が
あ り ま す か 。
度 数 ハ'一セント
生 活 環 境 満 足 度
有 効 満 足 し て い る 1 3  
36.1% 
ど ち ら か と い え ば 満 足 1 8  
50.0% 
ど ち ら か と い え ば 不 満
5  13.9% 
不 満 で あ る
O  0.0% 
欠 損 値 わ か ら な い ・ そ の 他
O  0 .0 %  
3 6  
100.0% 













. )司川が;きくなった [2] • 7Jく質が悪くなった[2] ・アオコが発生するようになった (水温が上昇?)
【森林の変化】




























I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 33( 1 ) あ な た は 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 森 に つ い て 、 ど の よ う な イ メ ー ジ を 持 っ て い ま す か 。 思 い う
か ん だ も の を 2 つ ま で 、 何 で も ご 自 由 に お 答 え く だ さ い 。
度 数 ハ8 一セント
有 効
回 答 あ り 3 6  
100.0% 
回 答 な し O  
0.0% 
欠 損 値
わ か ら な い
O  
0 .0 %  
3 6  
1 0 0 .0 %  
- 自 由 回 答 よ り 、 主 な 揚 所 ・ 揚 面 ( ほ ぽ 原 文 の ま ま 、 同 僚 の 発 言 は [ ] に 回 答 数 を 表 記 〉
- 木 ・ 自 律 [2] ・ ミ ズ ナ ラ - ア 力 エ ゾ マ ツ [ 2 ]
- 森 称 浴 ・ 混 合 林 ・ 原 生 林 [ 3 ]
- 自 然 林
・ 手 付 か す の 自 然 [ 3 ] ・ 森 が 深 い [ 2 ]
・ 緑 が 多 い [ 2 ]
- 大 き い ・ 太 い 木 が 残 っ て い る [ 3 ]
- 木 が 少 な い [ 3 ] ・ ち っ と 木 が あ っ て 欲 し い - 木 が 減 っ た
- 憩 い の 空 間 ・ 景 観 が い い [ 2 ] ・ 神 秘 の 森
- 天 然 林 が 多 い
. 森 の 小 川
- 演 習 林 し か な い
・ 秋 は 紅 葉 が 絹 麗
- こ ん ち り ・ 美 し い ・ き れ い [ 2 ] ・ 幻 想 的 ・ あ た た か い ・ や さ し い
・ 素 晴 ら し い [ 3 ] ・ さ み し い ・ 孤 独 感 ・ 山 に 入 る と お っ か な い 、 迷 う
- 観 光 化 さ れ て つ ま ら な い ・ フ ィ ン ラ ン ド ・ た か ら も の
- 山 菜 [ 2 ] ・ キ ノ コ ・ 山 野 資 源 ・ 自 然 の 豊 か さ ・ 動 植 物 の す み か
・ キ ツ ネ ・ ヒ グ マ ・ 魚 ・ ク マ ・ 野 鳥 ・ 小 動 物 が I包 え た ( 狐 ・ し か 〉
・ 動 値 物 が い な く な っ た 、 少 な く な っ た
き く な っ た ( ゴ ミ 〉 ・ 再 生 で き て き た ・ 汚 染 さ せ た く な い ・ 自 然 に 手 を 入 れ な い ほ う が よ い
・ 身 近 な の で 感 動 的 で も な い ・ 大 災 害 に よ る ダ ム 決 療 の 1 )¥ 配
(2) で は 、 朱 鞠 内 湖 や そ の 周 辺 の 川 に つ い て 、 ど の よ う な イ メ ー ジ を 持 っ て い ま す か 。 2 つ ま で お
答 え く だ さ い 。
有 効
欠 損 値
回 答 あ り
回 答 な し
わ か ら な い
度 数 ハ 。一セント
3 6  100.0% 
o  0 .0 %  
o  0 .0 %  
3 6  1 0 0 .0 %  
- 自 由 回 答 よ り 、 主 な 揚 所 ・ 揚 面 ( ほ ほ 原 文 の ま ま 、 同 様 の 発 言 は [ ] に 回 答 翻 を 表 記 )
・ 山 菜 ・ フ キ
・ 釣 り ・ ヤ マ メ ・ イ ト ウ [ 3 ] ・ ワ カ サ ギ ・ 魚 ・ 魚 が 豊 富 [ 2 ] ・ イ ト ウ の 産 卵 湯 所
・ 濁 川 工 事 ( 護 岸 〉 で 魚 が 減 っ た ・ 釣 り 人 の 出 す ゴ ミ ・ 工 キ ノ コ ッ ク ス
- 壮 大 ・ 雄 大 [ 2 ] ・ き れ い ・ 幻 想 的 ・ 御 秘 的 ・ 静 か ・ お だ や か
・ ビ ッ グ で い い な あ ( 小 さ し 1時〉 ・ 暗 い ・ 島 ・ 小 さ な 島 が 湖 の 中 に
・ 人 造 ; l i I ! ダ ム [ 2 ] ・ 三 面 張 り ・ 人 工 的 に 見 え る ・ 手 が 加 え ら れ て い る (橋 ・ 護 岸 〉
・ 道 路 に よ っ て 痩 さ れ た ・ ダ ム 工 事 で 水 温 が 変 わ る ・ 観 光 と し て 他 の 湖 と 遣 う
- 人 が わ っ と 来 て 急 に い な く な る ・ も う 少 し 自 然 に 帰 っ た ほ う が よ い ・ 湖 の 活 用 を 伸 ば し て い き た い
・ 広 く て 締 麗 ・ い い 沢 が た く さ ん あ る
- あ ま り 手 が 加 え ら れ て い な い ・ 首 の ま ま の 締 麓 な 川 が 残 っ て い る ・ 自 然 の ま ま [ 2 ]
・ 水 が き れ い [ 2 ] ・ 水 が 冷 だ い ・ 水 が 減 っ た .  )1 に 水 が 少 な い [ 2 ] ・ 水 質 浄 化
・ 川 で 遊 べ な い ・ 子 供 が 近 寄 れ な い 場 所 ・ 人 が 湖 に 親 し ま な い ・ 汚 れ て き て い る
- 水 | ま あ ま り 鯖 麓 で は な い ・ 伐 根 が 減 っ た ・ 朱 鞠 内 湖 の 景 観 が よ く な っ た
- 四 季 折 々 の 風 景 ・ 山 (紅 葉 〉 が 湖 に 映 る 、 あ ん な 絡 麓 な と こ ろ は な い ・ 船 で 走 る と 気 持 ち よ い








































I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
問 35( 1 ) あ な た は 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 に つ い て 、 ど う な っ て 欲 し い と 思 い ま す か 。
- 自 由 回 答 よ り ( ほ ほ 原 文 の ま ま 、 同 僚 の 発 言 は [ ] に 回 答 叡 を 表 記 )
[ 観 光 面 の 充 実 】
・ 活 気 づ く 湖 の 町 に ・ 滞 在 型 観 光 施 設 の 充 実 ・ ち う 少 し 良 い 展 望 台 が あ る と 良 い ・ 湖 水 と 風 祭 を 売 る
・ 湖 の 察 観 を 良 く ・ 湖 を 利 用 し 、 も っ と 人 が 来 や す い よ う に ・ 観 光 客 に 来 て 欲 し い [ 4 ]
- い ろ い ろ な 人 に 来 て 欲 し い ・ も っ と 人 に 見 に 来 て 欲 し い ・ 朱 鞠 内 湖 を み ん な に 知 っ て 欲 し い
・ ち っ と 朱 鵜 内 湖 を 見 に 来 て 欲 し い [ 2 ] ・ 湖 に 人 来 て 欲 し い が 、 周 辺 に は 来 て 欲 し く な い
- 自 然 を 求 め る 人 に 観 光 、 滞 在 し て ほ し い ・ 自 然 へ の 関 山 が あ る 人 達 の 1 )¥ の 拠 り 所 、 活 動 拠 点 と な っ て ほ し い
・ 総 合 学 習 の 爆 と し て ・ み ん な に い つ ま で も 親 し ま れ る 穴 場 的 公 園 の ま ま で
- ハ イ キ ン グ や 森 林 浴 が 出 来 る 甥 所 が 欲 し い ・ ヨ ー ロ ッ パ の よ う に 避 暑 地 と し て 定 着 に 賛 成
【 町 の 発 展 ]
- 住 む 人 が 摺 え て 欲 し い [ 8 ] ・ 多 少 の 住 ま い を I曽 や し て 欲 し い ・ 若 い 人 に 来 て 欲 し い ・ 若 い 人 の 育 成
・ 発 展 し て 欲 し い ・ 雇 用 、 所 得 が あ る よ う な ・ 朱 鞠 内 の 生 活 環 境 整 備
- 生 活 環 慣 が も っ と 便 利 に な っ て ・ 人 々 が 生 活 で き る よ う に ・ 交 通 を 便 利 に
【 自 然 保 護 】
- 現 状 維 待 [ 9 ] ・ 今 と 変 わ ら な い 自 然 [ 7 ] ・ 開 発 無 し [ 2 ]
- 観 光 も あ ま り 変 わ ら ず ・ 観 光 客 も あ ま り こ な い で ・ 宣 伝 は す る け ど 今 の ま ま を 男 て 欲 し い
・ 森 が 豊 か 、 水 が き れ い 、 動 物 が 住 め る ・ 自 然 が 早 < 元 に 戻 っ て 欲 し い ・ 水 質 が き れ い に な っ て ほ し い
・ 泳 げ る く ら い き れ い な 水 に ・ 木 は 切 っ て 欲 し く な い ・ 森 が 青 々 と 繁 っ て 欲 し い
- 現 状 の 資 源 を 未 来 に 保 護 ・ 本 来 は 人 も 住 ま す ・自 然 を 残 す こ と が 大 切 ・ 人 の 手 を 加 え な い
・ 山 菜 取 り 、 魚 釣 り で 人 が あ ま り 入 ら な い で ・ 寂 れ て い く の も 良 い ・ ダ ム が i哀 れ て 欲 し く な い
【そ の 他 】
・ 地 震 、 飛 行 機 港 ち た り と か し な い で - 熊 は い な く な っ て 欲 し い







-ハード整備 ・漁協周りの整備 ・観光ルートの整備 ・環廃i裏さす湖の魅力を保つ
-客を日早ぶためには開発はしなくて良い ・施設はなくとちいい[2J ・レイクハウスをしっかり






-職場作り ・生活基盤の確保 -観光と農業(生きていくために〉 ・観光を1mやす[3J
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(2) あ な た は 、 い ま 、 満 何 歳 で し ょ う か 。
宥交面
度 数 ハ “一セント
4  11 .1 %  
3  8.3 %  
9  2 5 .0 %  
8  22.2% 
12 33.3% 
o  0.0% 











問 37 あ な た が 最 後 に い ら っ し ゃ っ た 学 校 ( 中 退 も ふ く む ) は 、 次 の 中 の ど れ で す か 。 1 つ だ け お





短 大 ・ 高 専
大 学
そ の 他
? ? ? ?
?
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短 大 ・ 高 専
高 校





有効 農業(林業をのぞく) 8 22.2% 職業
漁業 2 5.6% 
専門職(教員、医者など) 3 8.3% 
会社・団体の役員 8 22.2% 
事務系の勤め人・自営業 2.8% 
販売系の勤め人・自営業 2 5.6% 
作業系の勤め人・自営業 9 25.0% 漁業
主婦 2.8% γ 同
学生 2.8% 医者など)
無職 2.8% 























































I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 山 事 調 査
幌 加 内 町 の 人 々 の 朱 鞠 内 湖 の 環 境 に 対 す る 関 心 に は 、 ど の よ う な 特 徴 が あ る の だ ろ
う か 。 幌 加 内 町 の 結 果 と 、 全 国 調 査 ( 本 章 の 2 節 参 照 ) の 結 果 の 比 較 を 試 み た 。 比 較
し た の は 、 空 間 構 成 要 素 と 自 然 の 価 値 の マ ト リ ッ ク ス に よ っ て 作 成 し た 森 林 、 農 地 、
水 系 の は た ら き へ の 関 心 を 尋 ね た 項 目 ( 問 2 、 問 7 、 問 10) と 、 そ れ ら の は た ら き の
中 で も 最 も 関 心 の 高 い は た ら き を 尋 ね た 項 目 ( 問 3 、 問 8 、 問 11) に つ い て で あ る ( 表
1-3 、 1-4) 。 こ れ ら は こ の 調 査 の 中 心 的 な 質 問 項 目 で あ る 。
表 1-3 は 、 全 国 調 査 と 幌 加 内 調 査 と で 、 森 林 、 農 地 、 水 系 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 「 非
常 に 関 心 が あ る J と 回 答 し た 割 合 が 高 か っ た 上 位 3 位 ま で の 項 目 を 比 較 し て い る 。
表 1 - 3 お よ び 1 - 4 に よ る と 、 全 国 調 査 の ほ う が 直 接 的 利 用 価 値 に 属 す る 項 目 に 関 心
が 高 い 傾 向 が み ら れ る 。 特 徴 的 な の は 、 幌 加 内 町 で は 「 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場
の 創 出 J の 機 能 が 、 森 林 、 農 地 、 水 系 の い ず れ の 領 域 で も 上 位 に 入 っ て い る 点 で あ る 。
全 国 調 査 の 上 位 に は 同 項 目 は 入 っ て い な い 。 ま た 、 幌 加 内 町 で は 、 「 風 景 と レ ク リ エ ー
シ ョ ン の 場 の 創 出 J と 「 動 植 物 の す み か 」 以 外 で 関 心 が 高 い 項 目 は 、 水 質 浄 化 や 生 活
用 水 な ど 、 す べ て 「 水 」 に 関 わ る 項 目 で 、あ っ た 。 表 1 - 4 は 、 同 じ く 森 林 、 農 地 、 水 系







水 質 の 浄 化
(5 1.2%) 
二 酸 化 炭 素 の 吸 収
(44 .6首)








… 金 庫 | ー の 水 責





水 や 土 寝 の 保 全
(43 .7%) 
自 浄 作 用 に よ る 水 質
浄 化
(45 . 1唱)
; 工 場 用 水 ・ 廃 業 用 水
‘  な ど の 水 資 源
(37 .41 )  
幌 加 肉
森 林 農 地
水 系
水 質 の 浄 化 水 や 土 寝 の 保 全
生 活 用 水 な ど の 水 資
(6 1. 1覧) (58.3事)
•  
(69.4%) 
風 景 や レ ウ リ 工 ー シ ! 風 景 や レ ウ リ 工 ー シ ! 風 震 や レ ウ リ エ ー シ
ヨ ン の 場 の 創 出 i  ョ ン の 場 の 創 出 |  ヨ ン の 場 の 創 出
(58 .  3%) (55 .  6%)  (58 .  3も)
動 植 物 の 住 み か
(52 .8唱)
動 植 物 の 住 み か
(38 .9%) 
工 業 用 水 ・ 虚 業 用 水
な ど の 水 資 .
(44.4%) 
※ 1  ( は 、 各 項 目 に 「 非 常 に |闘 心 が あ る 」 と I i "I符 し た 人 の 割 合
※ 2  制 掛 け は 、 直 接 的 利 附 価 値 に 属 す る 頃 n
表 1-4 最 も 関 心 の 高 い 自 然 の は た ら き
全 国 幌 加 肉
農 地
水 系 森 林
農 地
水 系
二 酸 化 炭 素 の 吸 取 i 米 ・ 小 麦 な ど の 般 物 生
生 活 用 水 な ど の 水 資
風 景 や レ ウ リ エ ー シ i  風 景 や レ ク リ エ ー シ
生 活 用 水 な ど の 水 資
(20 .7%) 度 jJ 
(62 .3%)  (66 .6軸 )
4 7  
ヨ ン の 場 の 創 出 ョ ン の 場 の 創 出 源
(44 .4%) (38 .9%) (25.0事 )
※ 1  ( は 、 蕊 林 、 股 地 、 水 系 の そ れ ぞ れ か ら そ の fl， 1I を 選 択 し た
人 の 捌 介
※ 2  制 御 け は 、 直 接 的 利 川 和 I ，fl直 に 属 す る ! j j ll
※ 3  全向調11では「あなたご白身の|制心とはI~I係なく、もっとも車











品 A'"'"'Eに対する 5人の好みをたずねた結果である UOJはその商品を好むことを、














である。なお、各カテゴリ ーに与えられる数値を 「カテゴリースコア」、 各回答者に与
えられる数値を 「サンプルスコアJとよぶ。
表 1・5 商品に対する好み 表 1-6 類似パターン並び替え
商品A 商品B 商品c 商品 D 商品 E 商品B 商品D 商品 E 商品A 商品c
Aさん O O x O O Bさん O O O x x 
Bさん x O x O O Eさん O O O x × 
cさん O x O x O Aさん O O O O x 
Dさん O x O x x cさん × x O O O 




4 ∞  
軸 2 凹
0 .0 0  
-2 ∞  
2.00 
。 園 . 景 3
1.0 0  o  α3
第 1 軸
。 生 活 用 水 3
0 殿 " ' 3
1.0 0  
高 い ←  関 心 →  低 い
I 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 閉 山 事 調 査
2 田
I森 林 ]
木 材 = 木 材 生 産
- 林 産 物 = 林 産 物 の 生 産
- 森 風 最 = 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 自 ltf:1
渇 水 = 潟 水 の 軽 減
・ 図 上 = 国 土 の 保 全
. 水 質 = 水 質 浄 化
. 生 活 環 境 = 生 活 環 境 の 保 全
. 森 住 み か = 動 柿 物 の {士 み か
- C O ， = 二 回世 化 炭 素 の 吸 収
(1誕 地 1
・ 穀 物 = 米 ・ そ ば な ど の 殺 物 生 産
. 野 菜 ・ 巣 物 = 野 菜 ・ 巣 物 の 生 産
・ 乳 製 品 = 乳 製 品 ・ 食 肉 の 生 産
- 回 風 景 = 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 前 1I 出
. 保 全 = 水 や 土 壌 の 保 全
-1'1 1住 み か = 動 純 物 の 住 み か
I水 系 1
- 生f;f; JlJ水 = 生 活 用 水 な ど の 水 ¥ ' i 1 ! J l (
・ 工 業 用 水 = 工 業 用 水 ・ J出 業 m水 な ど の 水 資 源
- 水 起 業 = 川 や 消 lに お け る 水 産 業
- 湖 l嵐 長 = 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 自 1I 出
. 抑 l住 み か = 即 J継 物 の 住 み か
- 浄 化 = 白 i j '. 作 用 に よ る 水 質 浄 化
※ 項 口 右 の 数 字 は 、 1 = 非 常 に 関 心 が あ る 、 2 = や や 関
心 が あ る 、 3 = あ ま り IM 心 が な い + ま っ た く IM 心 が な い
図 1 -2 回 答 傾 向 パ タ ー ン ( 全 関 心 事 )
図 1-2 は 、 関 心 事 調 査 の 問 2 、 問 7 、 問 10 ( 空 間 構 成 要 素 と 自 然 の 価 値 の マ ト リ ッ
ク ス に よ っ て 作 成 し た 森 林 、 農 地 、 水 系 の は た ら き へ の 関 心 を 尋 ね た 項 目 ) へ の 回 答
を 、 数 量 化 E 類 に よ っ て 類 似 性 を 数 量 化 し 、 グ ラ フ 上 に プ ロ ッ ト し た も の で あ る 。 た
だ し 、 幌 加 内 町 の 36 名 の 回 答 で は 分 析 に は 不 十 分 で あ る た め 、 幌 加 内 町 の 関 心 事 調 査
デ ー タ に 、 名 寄 市 の デ ー タ を 追 加 し 、 合 計 61 サ ン プ ル で 、 分 析 を 行 っ た 。
分 析 の 手 順 は 、 ま ず 、 森 林 の は ら た き ( 9 項 目 ) へ の 関 心 、 農 地 の は た ら き ( 6 項
目 ) へ の 関 心 、 水 系 の は た ら き ( 6 項 目 ) へ の 関 心 を そ の 程 度 に よ っ て r1 非 常
に 関 心 が あ る J 、 r2 や や 関 心 が あ る J 、 r3 あ ま り 関 心 が 無 い 、 も し く は 関 心 が 無
し リ の 3 段 階 に 分 類 し た 。 設 問 で は 、 関 心 の 程 度 は 4 段 階 で 尋 ね て い る の だ が 、 「あ ま
り 関 心 が な し リ と 「 関 心 が な し リ は 、 回 答 数 が 少 な か っ た た め 統 合 し た 。 森 林 、 農 地 、
水 系 の は た ら き が 全 部 で 21 項 目 、 さ ら に そ れ ぞ れ を 3 段 階 に 分 類 し た の で 、 全 部 で
63 個 の カ テ ゴ リ ー が 作 ら れ た 。 こ れ ら の カ テ ゴ リ ー を 数 量 化 皿 類 に 投 入 し 、 第 1 固 有
値 の 軸 を 横 軸 、 第 2 固 有 値 根 の 軸 を 縦 軸 と し て グ ラ フ に プ ロ ッ ト し た 。
グ ラ フ の 見 方 は 、 例 え ば 図 1-2 の 左 下 、 「 関 心 高 j の 円 の 中 央 あ た り に 「湖 す み か 1 J  
が あ る 。 こ れ は 、 「 水 系 」 領 域 の 「 動 植 物 の 住 み か J 機 能 に つ い て r1 非 常 に 関 心 が
あ る 」 と し づ 意 味 で あ る 。 同 様 に 各 項 目 の 内 容 に つ い て は 図 の 右 側 に 示 す 。 さ ら に 「 湖
す み か 1 J の 近 く に は 「 森 す み か 1 J が あ る 。 こ れ は 、 「 森 林 」 領 域 の 「動 植 物 の 住 み
か J 機 能 に r1 非 常 に 関 心 が あ る J と い う 意 味 で あ る 。 こ の 2 項 目 が こ の よ う に 非



































-水質浄化=flr~作 111 による本質作化第 1軸
※ 上記にはInl符折が全体の 5%に満たない選択肢も合
まれるが分析からは除外されている














尋ねた項目(問 3、問 8、問 11)についても同様の手順で、数量化を試みた(図 1-3)。
投入したカテゴリーは、森林のはたらきが 9項目、農地のはたらきと水系のはたらき
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目 が 3 つ の ク ラ ス タ ー を 形 成 し た 。 具 体 的 に は 、 「 水 質 J に 関 す る ク ラ ス タ ー ( 図 中 の
水 質 ) 、 「 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出 」 の ク ラ ス タ ー ( 図 中 の 風 景 ) 、 「動 植 物
の す み か j の ク ラ ス タ ー ( 図 中 の 動 植 物 ) で あ る 。 こ れ は 、 あ る 領 域 で 「風 景 や レ ク
リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出 J 機 能 に 最 も 関 心 が 高 い 人 は 、 す べ て の 領 域 に お い て 「 風 景
や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出 」 機 能 に 関 心 が 高 い こ と が 多 い 傾 向 を 示 唆 し て い る 。
よ っ て 、 幌 加 内 町 や 名 寄 市 の 人 々 が 、 自 然 の 持 つ 、 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 看 IJ
出 機 能 や 、 動 植 物 の す み か と し て の 機 能 、 水 質 に 関 す る 機 能 に 特 に 関 心 を 抱 い て い る
傾 向 が 示 唆 さ れ た 。 た だ し 、 軸 の 明 確 な 解 釈 は 得 ら れ な か っ た 。
(3 ) ク ラ ス タ ー 分 析 (幌 加 内 町 、 名 寄 市 〉
環 境 へ の 関 心 の パ タ ー ン を よ り 詳 細 に 検 討 す る た め に 、 数 量 化 E 類 の 1----5 軸 の サ
ン プ ル ス コ ア を 投 入 し て 、 ク ラ ス タ ー 分 析 ( 階 層 型 ク ラ ス タ ー モ デ ル 、 W a r d 法 ) を 行
っ た 。 ク ラ ス タ ー 分 析 で は 、 回 答 パ タ ー ン か ら 回 答 者 集 団 の 分 類 を 行 い 、 集 団 の 特 徴
を 明 ら か に す る 。 特 に 、 集 団 ご と の 判 断 基 準 や 価 値 意 識 の 違 い を 明 ら か に す る こ と が
で き る 。 ク ラ ス タ ー 分 析 の 結 果 、 4 ク ラ ス タ ー が 見 出 さ れ た ( 図 ト 4) 。 各 ク ラ ス タ ー
の 特 徴 を 明 ら か に す る た め に 、 ク ラ ス タ ー ご と に 各 機 能 へ の 関 心 の 平 均 値 を 算 出 し 、
ま た 、 他 の 質 問 項 目 と の ク ロ ス 表 分 析 を 行 っ た 。 4 つ の ク ラ ス タ ー お よ び そ の 特 徴 は 、
次 の 通 り で あ る 。
① 高 関 心 ク ラ ス タ ー [N = 14] :  森 林 、 農 地 、 水 域 の す べ て の 機 能 に 対 し て 特 に 高 い 関
心 を 持 っ て い る 。 特 に 「 動 植 物 の 住 み か 」 に は ほ ぼ 全 員 、 関 心 が 高 い 。 水 に 関 す る 項
目 に も 関 心 が 高 い 。 流 域 環 境 で の 活 動 経 験 、 森 林 や 水 域 の 保 全 活 動 へ の 参 加 意 図 、 地
球 環 境 問 題 へ の 関 心 や 環 境 配 慮 行 動 も 、 他 の ク ラ ス タ ー と 比 べ て 最 も 高 い 。 他 府 県 出
身 者 が 多 く 、 や や 高 学 歴 。 朱 鞠 内 、 名 寄 市 住 民 の 割 合 が 多 い 。
② 低 関 心 ク ラ ス タ ー [N=19] :  高 関 心 ク ラ ス タ ー と は 対 照 的 に 、 ほ ぼ す べ て の 機 能 に
対 し て 、 相 対 的 に 関 心 が 低 い 。 流 域 環 境 で の 活 動 経 験 や 保 全 活 動 へ の 参 加 意 図 も 、 4
ク ラ ス タ ー 中 最 も 低 く 、 地 球 環 境 問 題 へ の 関 心 や 環 境 配 慮 行 動 へ の 関 心 も 低 い 。 名 寄
市 住 民 の 割 合 が 高 い 。 20 代 の 若 年 層 が 比 較 的 多 く 、 道 内 か ら 移 住 し て い る 者 が 多 い 。
③ 水 ・ 風 景 ク ラ ス タ ー : [N = 2 1] 全 体 的 に 、 中 ~ 高 関 心 で あ る が 、 特 に 「 風 景 ・ レ ク
リ エ ー シ ョ ン の 創 出 J へ の 関 心 が 高 い 。 森 や 農 地 の 水 ・ 土 壌 へ の 関 心 も 相 対 的 に 高 い 。
流 域 環 境 で の 活 動 経 験 や 保 全 活 動 へ の 参 加 意 図 、 環 境 配 慮 行 動 は 、 平 均 レ ベ ル で 、 あ る 。
地 球 環 境 問 題 へ の 関 心 は 低 い 。 5 0 代 - - 60 代 の 割 合 が 多 い 。 幌 加 内 、 名 寄 市 住 民 が 多 く 、
定 住 者 が ほ と ん ど で あ る 。
④ 森 ・ 風 景 ク ラ ス タ ー : [N= 7] 全 体 的 に 、 中 ~ 低 関 心 で あ る が 、 森 林 の 機 能 と 、 風
景 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 機 能 に は 、 相 対 的 に や や 高 い 関 心 を 持 つ 。 流 域 環 境 で の 活 動 経
験 や 保 全 活 動 へ の 参 加 意 図 、 地 球 環 境 問 題 へ の 関 心 、 環 境 配 慮 行 動 は 、 ど れ も 平 均 レ
ベ ル で 、あ る 。 全 員 が 男 性 で 、 定 住 も し く は 道 内 か ら の 移 住 者 で あ る 。
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4. ま と め
単 純 集 計 、 数 量 化 E 類 、 ク ラ ス タ ー 分 析 の 結 果 か ら 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 流 域 環 境 に 対
す る 人 々 の 関 心 に つ い て 、 次 の こ と が 見 出 さ れ た 。 第 1 に 、 全 体 と し て 、 人 々 は 朱 鞠
内 湖 の 自 然 に 対 し て 非 常 に 高 い 関 心 を 抱 き 、 自 然 の 価 値 を 認 め て い る 。 多 く の 人 が 、
自 然 の は た ら き に つ い て の 質 問 に 「 非 常 に 関 心 が あ る J r関 心 が あ る J と 回 答 し て お り 、
21 項 目 の 質 問 の う ち 17 項 目 で 、 そ れ ら の 合 計 が 8 割 を 越 え る 。 中 で も 「風 景 レ ク リ
エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出 」 、 「 動 物 や 植 物 の 住 み か 」 、 「 水 質 J に 関 す る 項 目 へ の 関 心 が 高
い 。 特 に 、 「 風 景 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出 」 へ の 関 心 の 高 さ は 、 全 国 調 査 の 結 果
と 明 ら か に 異 な っ て お り 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 に 住 む 人 々 の 特 徴 と 言 え る 。 ま た 、 地 球 環 境
問 題 へ の 関 心 も 非 常 に 高 く 、 「全 く 関 心 が 無 し リ は ほ と ん ど な か っ た 。 ま た 、 環 境 を 守
る た め の 活 動 や 学 習 会 へ の 参 加 意 欲 も 高 い 。 森 や 川 、 湖 に 親 し み を 感 じ る 人 も 多 く 、
そ こ に 安 ら ぎ や す ば ら し さ を 感 じ る 人 も 多 い 。 な か で も 「 手 付 か ず の 自 然 」 の 幻 想 的
な 風 景 や 、 山 菜 や 魚 と い っ た 自 然 の 恵 み が 大 切 に 考 え ら れ て お り 、 一 方 で 日 常 生 活 の
一 部 と し て の 楽 し み と も な っ て い る 。 広 大 な 自 然 を 背 景 と す る せ い か 、 環 境 に 配 慮 し
た 行 動 を 心 が け て い る 人 も 多 く 、 人 間 活 動 よ り 自 然 を 守 る こ と を 優 先 し で も 良 い と 考
え る 人 も 多 か っ た 。
第 2 に 、 流 域 環 境 へ の 関 心 の 程 度 や 内 容 に 応 じ て 、 い く つ か の グ ル ー プ に わ か れ る
こ と を 見 出 し た 。 ま ず 数 量 化 E 類 の 結 果 、 朱 鞠 内 湖 の 流 域 環 境 へ の 関 心 は 、 環 境 の す
べ て の 機 能 に 対 し て ( 相 対 的 に ) 高 関 心 群 、 中 関 心 群 、 低 関 心 群 の 3 群 に わ か れ る こ
と が 明 ら か に な っ た 。 さ ら に 、 ク ラ ス タ ー 分 析 の 結 果 、 次 の 4 ク ラ ス タ ー が 見 出 さ れ
た 。 す な わ ち 、 環 境 の す べ て の 機 能 に 対 し て 関 心 が 高 く 、 か つ 活 動 意 図 や 活 動 経 験 も
高 い 「 高 関 心 ク ラ ス タ ー 」 、 逆 に 、 環 境 の す べ て の 機 能 に 対 す る 関 心 が 相 対 的 に 薄 い 「 低
関 心 ク ラ ス タ ー 」 、 環 境 の 機 能 の う ち 「風 景 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 の 創 出 」 と 、 水 や
土 壌 へ の 関 心 が 相 対 的 に 高 い 「 水 ・ 風 景 ク ラ ス タ ー 」 、 森 林 の 機 能 と 風 景 ・ レ ク リ ェ ー
シ ョ ン 機 能 へ の 関 心 が 相 対 的 に 高 い 「森 ・ 風 景 ク ラ ス タ ー j で あ る 。
本 調 査 で は 、 定 型 的 な 質 問 票 を 用 い 、 量 的 な 分 析 を 通 じ て 、 朱 鞠 内 湖 の 流 域 環 境 に
対 す る 住 民 の 関 心 の 特 徴 を 明 ら か に し て き た 。 し か し 、 実 施 で き た ア ン ケ ー ト 数 が 多
く な い こ と 、 協 力 者 が 代 表 サ ン プ ル で 、 は な い こ と か ら 、 協 力 者 の 属 性 と 環 境 へ の 関 心
と の 関 連 に つ い て 統 計 的 に 意 味 の あ る 結 論 を 出 す こ と は で き な か っ た 。 ま た 、 本 調 査
で 明 ら か に し た よ う な 住 民 の 関 心 事 の 意 味 や 背 景 を よ り 詳 し く 検 討 す る 必 要 も あ る だ
ろ う 。 そ の た め に は 、 本 調 査 で も い く つ か の 自 由 回 答 項 目 を 用 意 し た が 、 朱 鞠 内 湖 へ
の 関 心 や 関 わ り に つ い て じ っ く り 詳 し く 話 し て も ら う イ ン タ ビ ュ ー 調 査 お よ び そ の 質
的 分 析 が 重 要 と な る 。 次 章 で は 、 朱 鞠 内 湖 の 環 境 価 値 に 関 す る イ ン タ ビ 、ュ ー 調 査 に つ
い て 報 告 す る 。
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